
11
月
29
日
、
戦
争
法
廃
止
を

実
現
す
る
国
民
連
合
政
府
を
つ

く
ろ
う
、
そ
の
た
め
に
来
年
７

月
参
院
選
で
日
本
共
産
党
を
躍

進
さ
せ
よ
う
と
演
説
会
が
、
中

川
区
役
所
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

参
院
選
愛
知
選
挙
区
で
奮
闘

す
る
す
や
ま
初
美
さ
ん
、
本
村

伸
子
衆
院
議
員
、
江
上
博
之
市

会
議
員
が
訴
え
ま
し
た
。

初
め
て
中
川
区
で
の
演
説
会

で
訴
え
た
す
や
ま
さ
ん
は
、
自

己
紹
介
か
ら
始
め
ま
し
た
。
広

告
デ
ザ
イ
ン
会
社
で
の
仕
事
の

中
、
長
時
間
労
働
で
倒
れ
て
い

く
仲
間
を
見
て
矛
盾
を
感
じ
て

い
た
時
、
日
本
共
産
党
に
出
会
っ

た
こ
と
。
自
分
の
名
前
が
、
戦

争
で
幼
く
し
て
亡
く
な
っ
た
お

ば
さ
ん
に
由
来
す
る
こ
と
な
ど

を
語
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
戦

争
法
案
と
た
た
か
う
若
者
や
マ

マ
の
会
の
人
た
ち
と
の
交
流
や

国
民
連
合
政
府
の
提
案
で
懇
談

し
た
農
業
団
体
や
経
営
者
団
体

か
ら
も
、
「
ア
メ
リ
カ
に
先
に

約
束
し
て
く
る
の
は
お
か
し
い
」

「
憲
法
違
反
の
法
律
は
い
け
な

い
」
な
ど
の
声
が
出
た
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た
。

す
や
ま
さ
ん
は
、
沖
縄
へ
行
っ

た
体
験
も
語
り
ま
し
た
。

（
２
面
右
中
へ
つ
づ
く
）

９
月
19
日
の
戦
争
法
強
行
に

対
し
、
「
19
日
行
動
」
を
毎
月

行
お
う
と
、
11
月
19
日
夕
方
、

中
川
区
地
下
鉄
高
畑
出
入
り
口

で
、
「
戦
争
法
（
安
保
法
制
）

廃
止
を
求
め
る
中
川
区
実
行
委

員
会
」
が
宣
伝
、
署
名
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

戦
争
法
で
あ
る
「
平
和
安
全

保
障
関
連
法
」
の
す
み
や
か
な

廃
止
、
立
憲
主
義
の
原
則
を
堅

持
し
、
憲
法
９
条
を
守
り
、
い

か
す
こ
と
を
求
め
る
署
名
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
「
戦
争
法
廃

止
」
「
安
倍
政
権
は
や
め
ろ
」

「
野
党
は
共
闘
を
」
と
、
思
い

思
い
に
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
訴
え

ま
し
た
。
過
労
死
裁
判
で
活
躍

の
水
野
幹
男
弁
護
士
（
中
川
区

在
住
）
や
江
上
博
之
市
議
も
マ

イ
ク
を
握
り
ま
し
た
。

中
学
生
ぐ
ら
い
の
子
も
、

「
な
に
か
手
伝
え
る
こ
と
が
あ
っ

た
ら
」
と
話
し
か
け
て
き
ま
し

た
。
純
粋
な
気
持
ち
に
参
加
者

も
激
励
さ
れ
ま
し
た
。
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男
子
中
学
生
が
、
11
月
１
日
、

電
車
に
飛
び
込
み
死
亡
。
「
学

校
や
部
活
で
い
じ
め
が
多
か
っ

た
。
も
う
耐
え
ら
れ
な
い
。
だ

か
ら
自
殺
し
ま
し
た
」
と
遺
書

が
自
宅
で
見
つ
か
り
ま
し
た
▼

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
は
、
４

日
、
全
校
生
徒
約
５
０
０
人
に

無
記
名
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま

し
た
。

生
徒
20

名

が

「
い
じ

め
を
見
た
」
と
回
答
。
一
方
、

教
職
員
全
員
は
、
「
い
じ
め
を

認
識
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
回

答
▼
こ
の
結
果
に
驚
き
ま
し
た
。

生
徒
と
先
生
の
関
係
が
こ
ん
な

に
希
薄
な
の
か
。
な
ぜ
こ
ん
な

関
係
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か

▼
国
際
的
な
比
較
で
、
経
済
協

力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の

調
査
で
、
日
本
の
中
学
校
教
員

の
勤
務
時
間
は
、
週
53
・
９
時

間
と
参
加
34
カ
国
・
地
域
で
最

も
長
い
▼
２
年
前
に
も
市
内
中

学
２
年
生
が
自
殺
し
、
「
名
古

屋
市
立
中
学
校
生
徒
の
転
落
死

に
か
か
る
検
証
委
員
会
」
報
告

書
が
出
て
い
ま
す
。
「
教
職
員

全
体
の
意
見
交
換
が
な
い
」
部

活
動
は
、
教
育
活
動
と
い
う
認

識
が
必
要
で
教
職
員
間
で
の
情

報
交
換
の
必
要
が
記
述
さ
れ
て

い
ま
す
。
中
学
校
２
年
生
の
35

人
学
級
実
現
の
記
述
も
▼
少
人

数
学
級
を
実
現
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
気
持
ち
に
寄
り
添
え
る

先
生
の
活
動
を
保
障
す
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
じ
め
自
殺
を
な
く
す
に
は

市
議

江
上
ひ
ろ
ゆ
き

弁
護
士
法
律
相
談
12
月
17
日
（
木
）
午
後
６
時
半
電
話
３
６
３
‐
１
４
５
０
江
上
事
務
所

会場からの声援にこたえる本村、すやま、江上各氏（左から）

国
民
連
合
政
府
実
現
へ
、
参
院
選
躍
進
を

す
や
ま
初
美
さ
ん
迎
え
演
説
会

な
ぜ
、
政
治
の
道
へ

オ
ー
ル
沖
縄
に
学
ぶ

戦
争
法
廃
止
、
野
党
は
共
闘
を

２
０
０
０
万
人
署
名
を

中
学
生
の
熱
い
思
い



11
月
15
日
、
第
25
回
「
な
か

が
わ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
富

田
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
な
か
が
わ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
は
、
中
川
区
内
の
働
く
仲

間
と
区
民
が
実
行
委
員
会
を
作

り
、
要
求
や
課
題
を
出
し
合
い

交
流
し
つ
つ
、
一
日
を
楽
し
み

な
が
ら
、
平
和
で
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
の
運
動
を
進
め
る
お

祭
り
で
す
。

荒
子
公
園
か
ら
会
場
を
富
田

公
園
に
変
更
し
て
３
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
す
。

前
日
、
雨
模
様
の
中
で
会
場

設
営
を
し
、
天
候
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
朝
に
は
雨
も
上
が
り
、

９
時
30
分
開
幕
だ
い
こ
を
合
図

に
遠
藤
達
子
実
行
委
員
長
が
開

会
あ
い
さ
つ
し
、
祭
り
が
始
ま

り
ま
し
た
。

会
場
に
は
。
中
川
区
内
の
民

商
各
支
部
の
模
擬
店
、
各
参
加

団
体
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も

並
び
、
学
童
保
育
所
、
保
育
園
、

水
道
局
労
組
な
ど
に
よ
る
子
ど

も
の
遊
び
の
広
場
な
ど
大
い
に

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

舞
台
で
は
、
「
舞
人
」
に
よ

る
前
田
利
家
音
頭
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
お
や
じ
バ
ン
ド
等
々
の
演

出
が
続
き
参
加
者
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。
各
団
体
の
主
張
タ
イ

ム
で
は
、
江
上
博
之
市
議
も
挨

拶
し
、
共
産
党
後
援
会
の
イ
カ

焼
き
や
業
者
後
援
会
の
「
れ
ん

こ
ん
」
の
販
売
も
好
評
で
早
々

と
完
売
し
ま
し
た
。

安
保
法
制
＝
戦
争
法
廃
止
を

求
め
て
、
全
国
で
、
11
月
３
日

午
後
１
時
、
「
安
倍
政
治
を
許

さ
な
い
」
の
意
志
を
示
す
行
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
戦
争
法
が
法
律
と
し
て
国

会
を
通
過
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

憲
法
違
反
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。
憲
法
違
反
の
法
律
を

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
」
澤
地
久
枝
さ

ん
の
呼
び
か
け
に
こ
た
え
た
運

動
が
、
毎
月
３
の
日
、
午
後
１

時
一
斉
に
行
お
う
、
と
中
川
区

で
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
思
い
思
い
に

「
安
倍
政
治
を
許
さ
な
い
」
を

掲
げ
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

11
月
29
日
の
日
本
共
産
党
演

説
会
で
、
江
上
博
之
市
議
は
、

名
古
屋
城
天
守
閣
木
造
化
に
つ

い
て
の
党
市
議
団
の
態
度
を
語

り
ま
し
た
。

木
造
復
元
よ
り
、
市
民
の
暮

ら
し
、
福
祉
の
充
実
こ
そ
今
す

べ
き
と
、
木
造
化
に
つ
い
て
は

次
の
４
点
か
ら
反
対
し
て
い
ま

す
。１

無
謀
な
計
画
。

２

市
民
の
声
を
聞
く
約
束

の
未
実
施
。

３

費
用
も
、
財
源
も
明
ら

か
で
な
い
。

４

名
古
屋
市
の
基
本
方
針

で
あ
る
「
特
別
史
跡
名
古

屋
城
跡
全
体
整
備
計
画
」

で
「
天
守
閣
は
耐
震
化
」

と
な
っ
て
い
る
の
に
、
河

村
市
長
が
勝
手
に
変
更
。

こ
の
問
題
で
、
党
市
議
団
は
、

12
月
19
日
（
土
）
午
後
２
時
か

ら
中
川
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
市
バ
ス
二
女
子
下
車
）
で
、

市
政
懇
談
会
を
開
催
す
る
こ
と

を
発
表
し
ま
し
た
。

荒
子
小
学
校
給
食
調
理

委
託
化
計
画
明
ら
か
に

11
月
議
会
（
11
月
18
日
か
ら

12
月
７
日
予
定
）
の
本
会
議
質

問
で
、
小
学
校
給
食
調
理
業
務

の
委
託
化
計
画
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
来
年
４
月
か
ら
市

内
３
校
で
行
い
、
中
川
区
荒
子

小
学
校
も
対
象
で
す
。
日
本
共

産
党
さ
は
し
あ
こ
議
員
の
質
問

に
、
市
は
、
給
食
調
理
員
に
つ

い
て
、
「
組
織
及
び
運
営
の
合

理
化
を
進
め
る
た
め
」
退
職
不

補
充
と
し
、
「
限
ら
れ
た
人
員

を
有
効
か
つ
効
率
的
に
活
用
」

す
る
た
め
委
託
化
す
る
と
い
う

の
で
す
。
経
験
が
あ
り
、
継
続

性
が
あ
る
市
職
員
だ
か
ら
、
突

発
的
な
問
題
が
起
き
て
も
対
応

で
き
る
こ
と
、
「
合
理
化
」
の

名
で
人
件
費
と
市
職
員
を
削
減

し
委
託
と
は
、
子
ど
も
の
命
よ

り
、
財
政
危
機
を
理
由
に
「
お

金
」
を
優
先
し
て
い
る
と
、
さ

は
し
議
員
は
追
及
し
ま
し
た
。
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無
料
相
談
（
子
育
て
・
教
育
問
題
も
）

毎
週
月
・
木

午
後
６
時
半
か
ら
８
時

弁
護
士
相
談

毎
月
第
３
木
曜

江
上
ひ
ろ
ゆ
き
事
務
所
ま
で
電
話
３
６
３-

１
４
５
０

12
月
早
朝
宣
伝

１
日

火

下
之
一
色

４
日

金

近
鉄
戸
田

７
日

月

あ
お
な
み
線
小
本

８
日

火

Ｊ
Ｒ
春
田

11
日

金

高
畑

15
日

火

名
鉄
山
王

18
日

金

近
鉄
伏
屋

21
日

月

金
山
北
口

22
日

火

万
場
小
橋

25
日

金

昭
和
橋

朝
７
時
30
か
ら
８
時
10
分

新
春
１
月
１
日
午
前
０
時

荒
子
観
音
大
門
前

（
１
面
か
ら
）

す
や
ま
さ
ん
は
女
性
の
声
、

県
民
の
声
が
政
治
家
を
変
え
、

「
オ
ー
ル
沖
縄
」
に
発
展
し

た
と
い
う
沖
縄
の
人
た
ち
の

話
を
紹
介
し
、
こ
れ
か
ら
の

戦
争
法
廃
止
の
運
動
に
重
な

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
、
参

院
選
で
議
席
獲
得
に
全
力
を

尽
く
し
ま
す
、
と
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

本
村
衆
院
議
員
は
、
９
月

19
日
戦
争
法
案
成
立
前
後
の

国
会
や
国
会
前
で
の
運
動
に

つ
い
て
熱
く
語
り
ま
し
た
。

江
上
博
之
市
議
も
話
し
ま
し

た
。
最
後
に
、
三
人
が
並
ぶ

と
、
熱
い
拍
手
、
す
や
ま
コ
ー

ル
が
上
が
り
、
１
３
０
人
を

超
え
る
人
た
ち
が
熱
い
拍
手

を
送
り
ま
し
た
。

戦
争
法
通
過
の
国
会

平
和
で
住
み
よ
い
ま
ち
中
川
を

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

―
―
安
倍
政
治
を
許
さ
な
い
―
―

尾
頭
橋
交
差
点
で
も

ア
ピ
ー
ル
文
掲
げ
て

名
古
屋
城
天
守
閣
木
造
化
に
つ
い
て
考
え
る

市
民
の
暮
ら
し
福
祉
優
先
を

12
月
19
日
に
懇
談
会


